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市　報

平成１８年

3 月

市役所敷地内で刻まれる、合併までのカウントダウン（まちづくり教室主催）２月１０日撮影

３月１９日
笠間市、友部町、岩間町が合併し

新「笠間市」が誕生します

本紙は「市報笠間」最終号
長い間ご愛読いただき

誠にありがとうございました
４月からの新広報紙「広報かさま」も

引き続き、ご覧くださいますようお願いいたします

「市報笠間」最終号
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それぞれの輝く未来へそれぞれの輝く未来へそれぞれの輝く未来へそれぞれの輝く未来へ
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市
長　
　

磯　
　

良
史

築
い
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
功
績
や
、
市

民
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
と
限
り
な
い
努

力
が
大
き
く
実
を
結
ん
だ
も
の
と
、
衷

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
後
60
年
を
迎
え
、
半
世
紀

余
り
が
経
過
し
た
今
日
、
地
方
分
権
化

へ
の
波
が
到
来
し
、
価
値
観
も
「
物
の

豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
へ
と

移
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国

際
化
と
い
わ
れ
る
中
で
、
高
齢
化
、
少

子
化
も
急
速
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
友
部
町
・
岩
間
町

と
の
一
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
、
本
年

３
月
19
日
に
は
、
新
し
い
笠
間
市
が
誕

生
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
８
万

２
千
人
市
民
の
福
祉
向
上
を
基
本
と
し

た
市
政
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
調
和

の
と
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

現
笠
間
市
は
、
来
る
３
月
18
日
を
も

っ
て
、
48
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま

す
が
、
新
し
い
笠
間
市
の
誕
生
を
契
機

に
、
ま
す
ま
す
躍
進
さ
れ
ま
す
よ
う
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
行
政
の
状
況
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
状
況
な
ど
、
幅
広
い

広
報
紙
と
し
て
市
民
の
方
々
に
親
し
ま

れ
、
ま
た
、
愛
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た

「
市
報
笠
間
」
の
発
行
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

最
善
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
は
、
単
な
る
行
政
の
ス
リ
ム
化

だ
け
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
行
政

と
住
民
間
に
確
か
な
信
頼
関
係
を
築
き
、

新
市
全
域
が
等
し
く
幸
せ
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
を
構
築
し
、
こ
の
地
で
育

っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
、
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
私

た
ち
は
英
知
を
結
集
し
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
笠
間
市
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
諸
先
輩
方
、
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
市
建
設
計
画
の
「
住
み
よ
い
ま

ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち　

笠
間
市
」
の

早
期
実
現
と
、
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
、
ま
た
、
新
「
笠
間
市
」
に

つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
、「
市
報
笠
間
」
最
終
号
で
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
36
年
に
「
市
報
笠
間
」
第
１
号

が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
の
第
４
５

７
号
（
３
月
号
）
に
至
る
45
年
間
、
市

民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
そ
し
て
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
最
後
の
発
刊
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
親
し

ま
れ
る
市
報
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
長
い
間
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
笠
間
市
は
、
昭
和
30
年
に
笠

間
町
・
大
池
田
村
・
北
山
内
村
・
南
山

内
村
が
合
併
し
、
33
年
に
は
稲
田
町
と

合
併
。
同
年
、
県
下
16
番
目
の
市
と
し

て
市
制
施
行
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
本
年
３
月
19
日
、
笠

間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
が
合
併
し
、

新
「
笠
間
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
か
さ
ま
」
を
愛
し
て

や
ま
な
い
多
く
の
諸
先
輩
方
の
ご
努
力

に
よ
り
、
市
制
48
年
間
の
歴
史
が
つ
く

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
発
展
の
基
礎

を
築
か
れ
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

笠
間
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
先
人
た

ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
他
に
誇
れ
る

豊
か
な
歴
史
・
文
化
に
彩
ら
れ
た
ま
ち

で
す
。
こ
の
笠
間
市
と
友
部
町
・
岩
間

町
は
、
歴
史
や
文
化
、
市
民
生
活
に
お

い
て
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
、
ま
た
、

消
防
や
下
水
道
処
理
な
ど
、
行
政
面
に

お
い
て
も
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、合
併
す
る
相
手
と
し
て
は
、 　

笠
間
市
は
、
昭
和
33
年
８
月
１
日
に
、

茨
城
県
に
お
い
て
16
番
目
の
市
と
し
て

誕
生
し
、
現
在
に
至
る
48
年
間
、
名
実

と
も
に
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
と
し
て
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
経
済
の
著
し
い
変
化

や
、
交
通
、
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
急
激

な
進
展
の
中
で
今
日
ま
で
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
先
人
た
ち
が

市
議
会
議
長　

渡
辺　

浩
一

閉市にあたって
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誕生から４８年間のドキュメント誕生から４８年間のドキュメント
笠間市

年　　月 笠間市の出来事 国内外の出来事
昭和３３年　８月 市制施行（人口３万3,462人、6,310戸） 一万円札発行、東京タワー完成
昭和３８年１０月 市議会議員定数を削減（３０人を２０人に） ケネディ大統領暗殺
昭和３９年　２月 第１回「県下中学校交歓笠間市駅伝大会」 東京オリンピック、銀座にみゆき族
昭和４０年　４月 市役所新庁舎が完成（大町から石井へ） 東京に初のスモッグ警報

米軍によるベトナム「北爆」
テレビ「おばけのＱ太郎」放送開始

昭和４０年　４月 長谷川 仁氏が名誉市民に
昭和４０年　６月 根本 政太郎氏が名誉市民に
昭和４１年　３月 「芸術の村」が開村 ビートルズ来日
昭和４４年　６月 榎並 榮氏と塙 嘉一郎氏が名誉市民に アポロ１１号月面着陸、テレビ「８時

だよ！全員集合」放送開始昭和４４年１０月 皇太子殿下（現天皇陛下）が行啓
昭和４７年　４月 第１回「つつじまつり」を開催 上野動物園でパンダ公開
昭和５２年　９月 「笠間をよくする市民会議」を結成 王貞治選手が７５６本塁打の世界記録
昭和５７年　５月 第１回「陶炎祭（ひまつり）」を開催 羽田沖で日航機墜落　流行語「逆噴射」
昭和６１年　８月 台風１０号襲来　浸水３００戸を超す大被害 三原山大噴火で島民避難
昭和６２年　８月 夢の笠間城（パネル絵）を青年会議所が築城 国鉄分割民営化でＪＲ発足
平成　２年　４月 友部・笠間広域下水道組合が発足 バブルの崩壊が始まる

テレビ「ちびまる子ちゃん」放送開始平成　２年１１月 第１回「匠のまつり」を開催
平成　３年　８月 第１回「笠間のまつり」を開催 湾岸戦争勃発、雲仙普賢岳で大火砕流
平成　４年　２月 初代ミスかさま（３人）決まる スペースシャトルに毛利 衛さん搭乗

流行語「きんさん　ぎんさん」平成　４年１０月 「笠間焼」　国の伝統的工芸品に指定
平成　５年　４月 松井 康成氏　人間国宝に認定 徳仁親王が小和田 雅子さんとご結婚
平成　８年　７月 福祉バスの運行開始 スペースシャトルに若田 光一さん搭乗
平成１０年　４月 笠間工芸の丘がオープン 長野冬季オリンピック
平成１２年　４月 茨城県陶芸美術館がオープン 二千円札・新５００円硬貨発行
平成１３年１１月 かさま周遊無料バスが運行開始 アメリカ同時多発テロ事件
平成１４年　４月 笠間クラインガルテンがオープン 北朝鮮拉致の日本人５人が帰国
平成１５年　４月 広域斎場「やすらぎの森」が供用開始 感染症ＳＡＲＳが世界的に流行

郵政事業庁が日本郵政公社に
ヒトゲノム解読の全作業が完了
福岡一家４人殺害事件
十勝沖地震で北海道に大被害

平成１５年　４月 映画「座頭市」を市内で撮影
平成１５年　６月 市議会議員定数を削減（２０人を１５人に）
平成１５年　８月 松井 康成氏が名誉市民に
平成１５年１１月 佐城小が花いっぱいコンクールで総理大臣賞
平成１６年　４月 笠間市立図書館がオープン 新潟県中越地震で村が孤立
平成１７年　２月 笠間市・友部町・岩間町合併協議会が発足 愛・地球博「愛知万博」開催

つくばエクスプレスが開業平成１７年　８月 「エコフロンティアかさま」が開業
平成１８年　３月 ３月１９日、新「笠間市」誕生 トリノ冬季オリンピック

歴代市長
初代・２代市長 榎並　　榮 昭和３３年　８月～昭和３８年３月
３代市長 長谷川好三 昭和３８年　５月～昭和４０年９月
４代市長 榎並　　榮 昭和４０年１０月～昭和４３年７月
５代～８代市長 山口　　茂 昭和４３年　８月～昭和５９年８月
９代～１１代市長 笹目宗兵衛 昭和５９年　８月～平成　６年５月
１２代～１５代市長 磯　　良史 平成　６年　６月～平成１８年３月
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子育て支援に取り組んでいます

　笠間市では、平成１６年度に「笠間市次世代育成
支援行動計画」通称〝かさまっ子未来プラン〟を策定
し、本年度から１６２の事業（うち重点項目１１及
び新規事業１２）からなる子育て支援に取り組んで
きました。その実施状況をお知らせします。

●皆さんのご意見をお寄せください
　少子対策や子育て支援についてのご意見やご提案をお待ちしています。お寄せいただいた皆さんの声を、
これからの施策に反映していきたいと思います。
問合せ先：福祉事務所 こども福祉課

笠間市次世代育成支援行動計画　〝かさまっ子未来プラン〟

平成１７年度（１２月末）の進ちょく状況
行動計画に掲載した施策数 １６２
実施済の施策数 １５４
（ うち、平成１７年度に新たに実施し
た施策数） ４

平成２１年度までに実施予定の施策数 ８

《新規事業》

★お父さんへの子育て手帳の配布
　 　初めて父親となる方に対し、母子手帳の
交付時に、妊娠・出産・育児についての知
識や情報を掲載した手帳を配布しました。

（対象者：５８人）

★「福祉マップ」の作成
　 　「笠間市まちづくり教室」のメンバーが、
障害者・高齢者・小さな子ども連れの方
を対象に、公共施設などのバリアフリー
に関する情報を掲載した「福祉マップ」を
６００部作成し、各機関や関係団体等に配
布しました。

★「やさしいまちづくり」の推進
　 　「かさまをよくする市民会議」が中心と
なって、あいさつ・声掛け運動に取り組み、
やさしいまちづくりを目指しています。

★防犯対策の推進
　 　「かさまをよくする市民会議」が、７月
から「安心ネットワーク」を組織し、現在
１９６人の皆さんが、パトロールを行いな
がら、防犯の強化に努めています。

《重点項目》

★乳幼児医療費支給の充実
　 　４月から、対象年齢を３歳未満児から未
就学児まで引き上げ、保護者負担の軽減を
図りました。
（１１月末現在の受給者数：８３０人）

★放課後児童クラブの充実
　 　４月から、笠間児童クラブの４年生を受
け入れるため、虹の家（大町）を開設しま
した。１８年度からは、終了時間を３０分
延長し、午後６時３０分までとします。

★乳幼児健診の充実
　 　乳幼児健診受診率の向上及び相談事業の
充実を図りました。

（単位：パーセント）

健診内容 17年11月末の受診率

妊婦一般健康診査 ９３．８
乳児一般健康診査 ７０．６
６～７か月健診 ８７．３
１歳６か月児健診 ９２．４
２歳児歯科健診 ８３．２
３歳児健診 ９２．６
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悪質商法被害アンケート
　

連
日
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
悪
質
な
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
の
被
害
。
笠

間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
で
そ
う
し
た
被
害
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を

把
握
す
る
た
め
、
市
内
の
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
調
査
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
昨
年
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
８
７
６
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
被
害
の
実
態
。
本
紙
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

回
答
者
数
等
の
構
成

　

市
内
全
域
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
60
歳
以
上
の

男
性
２
７
４
人
、
女
性
６
０
２
人
の
計

８
７
６
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
年
齢
別
に
見
る
と
、
70
歳
代

が
５
０
３
人
と
最
も
多
く
、
80
歳
代
が

２
３
２
人
、
60
歳
代
が
１
３
５
人
、
90

歳
以
上
が
６
人
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
構
成
で
は
、
一
人
暮
ら
し
が

３
５
１
人
、
高
齢
者
世
帯
が
２
５
３
人
、

昼
間
一
人
暮
ら
し
が
１
８
０
人
、
昼
間

高
齢
者
世
帯
が
92
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
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過
去
一
年
間
に
、
し
つ
こ
い

訪
問
販
売
の
勧
誘
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

質
問
２　

過
去
一
年
間
に
、
し
つ
こ
い

電
話
で
の
販
売
勧
誘
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
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⑱その他 ９４
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市内の高齢者８７６人に聞きました。
質
問
４　

し
つ
こ
さ
に
負
け
て
契
約
し

た
の
は
何
回
あ
り
ま
し
た
か
？　

ま

た
、
契
約
総
額
は
い
く
ら
で
す
か
？

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
家
に
上
が
り

込
ま
れ
、
何
時
間
も
契
約
を
迫
ら
れ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
家
族
に
相
談
す
る

間
も
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
屋
根
の
修
理
代
が
最
終

的
に
は
３
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
と
い
う

お
宅
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き

を
と
っ
た
こ
と
で
、
解
約
・
返
金
さ
れ

た
事
例
も
複
数
あ
り
ま
し
た
。

　

契
約
金
額
は
、
商
品
に
よ
っ
て
、
数

万
円
か
ら
数
百
万
円
に
も
上
り
、
特
に
、

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
で
の

被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

質
問
５　

不
安
に
な
っ
た
と
き
、
相
談

す
る
相
手
は
い
ま
す
か
？

質
問
６　
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

今
回
の
調
査
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
も
っ
と
悪
質

な
訪
問
や
勧
誘
を
受
け
て
い
る
方
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
契
約
し
て
し
ま
っ

た
と
き
、
正
し
い
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

知
識
を
身
に
付
け
て
い
れ
ば
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
も

様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
に
関
す
る
疑
問
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

悪
質
商
法
に
遭
わ
な
い
た
め
の
心
得
５
か
条

①
お
か
し
い
話
は
、
ま
ず
疑
う
。

②
自
分
や
家
族
の
こ
と
を
安
易
に
教
え
な
い
。

③
契
約
は
す
ぐ
に
決
め
ず
に
ひ
と
呼
吸
。

④
契
約
の
確
か
な
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
。

⑤
断
る
と
き
は
、は
っ
き
り
、き
っ
ぱ
り
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

―クーリングオフの方法―

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日　

平
成　

年　

月　

日

契
約
金
額　
　

○
○
○
○
円

販
売
会
社
名　

○
○
○
○

右
記
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払
済
み

の
代
金
○
○
○
○
円
を
返
還
し
、
商
品
を
引
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

平
成　

年　

月　

日

住
所　
　
　
　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

�

商
品
名　
　
　

○
○
○
○

郵便はがき

販売会社
○○○○会社 代表者

① 　訪問販売や電話勧誘販売の場合は、契約書を受け取った日か
ら８日以内に、書面で相手業者に通知します。クレジット契約
の場合は、信販会社へも通知しましょう。
②　書面（はがき等）の内容をコピーし、大切に保管してください。
③ 　内容証明郵便が最も確かですが、配達記録郵便の手続きをし
てください。
④ 　支払った金額は全額返還されます。また、受け取った商品は、
着払いで返品することができます。

記　載　例

　訪問販売のように、突然現れた販売
員の巧みな話術や強引な態度によって、
その場で契約してしまい、後で後悔す
ることがあります。この制度は、指定
商品を購入した場合、書面で通知すれ
ば無条件で契約を解除できるものです。

クーリングオフとは

　クーリングオフ制度は、すべての商
品に適用されるわけではありません。
３千円未満の商品を受け取り、代金を
支払った場合や、化粧品・健康食品等
の消耗品の一部を使ってしまった場合
はクーリングオフができません。その
商品やサービスが本当に必要かどうか
よく考え、契約は慎重に行いましょう。

契約は慎重に！
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75
歳
未
満
の
方
へ
・
・
・

退

職

者

医

療

制

度

【
被
害
事
例
１
】

　

自
宅
に
郵
送
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
を
見

て
、
50
万
円
の
融
資
を
申
し
込
ん

だ
と
こ
ろ
、「
本
審
査
が
通
り
ま

し
た
。
登
録
料
５
万
５
千
円
が
必

要
で
す
」
と
連
絡
が
あ
り
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
「
保
証

人
は
不
要
で
す
が
、
保
険
に
加
入

す
る
た
め
12
万
３
千
円
が
必
要
」

と
言
わ
れ
振
り
込
ん
だ
が
、
融
資

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
大
手
金
融

機
関
の
関
連
会
社
を
装
っ
て
い
た

が
、
そ
ん
な
業
者
は
い
な
か
っ
た
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
被
害
事
例
２
】

　

携
帯
サ
イ
ト
の
業
者
に
、
１
８

０
万
円
（
年
利
０
・
９
％
）
の
融

資
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、「
信

用
確
認
の
た
め
、
当
社
と
取
引
の

あ
る
金
融
業
者
か
ら
融
資
を
受
け

て
、
郵
便
小
包
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
消
費
者
金
融
解
約
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
返
金
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
、
大
手
金
融
２
社
か
ら

総
額
90
万
円
の
融
資
を
受
け
送
金

し
て
し
ま
っ
た
。
架
空
の
業
者
で
、

そ
の
後
、
電
話
も
通
じ
な
か
っ
た
。

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と

い
っ
た
内
容
の
偽
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を

送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙だ

ま

い
っ
た
内
容
の
偽
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を

だ
ま

い
っ
た
内
容
の
偽
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を

し
取
る
新
手
の
詐

欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条

《
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
》

　

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
を
貸
し

ま
す
」
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・
携
帯
メ
ー
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

《
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
》

　

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
手
口
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
、
必
ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

《
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
》

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／／

☎
03
（
５
３
２
０
）
４
７
７
５
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

②
老
人
保
健
に
該
当
し
て
い
な
い
方

③
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
、
各
種

共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
又
は
通
算
老
齢
（
退
職
）

☆
退
職
被
保
険
者
本
人

☆
退
職
被
保
険
者
本
人
▼
入
院
・

外
来
と
も
に
３
割

☆
被
扶
養
者
▼
入
院
・
外
来
と
も

に
３
割

※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
定
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
保
険
年
金
課

保
険
証
・
印
鑑
・
年
金
証
書

（
年
金
証
書
は
、
年
金
加
入
期

間
が
入
っ
て
い
る
も
の
）

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
年
金
受

給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
ら
、
14
日
以
内
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、
こ

れ
ら
の
年
金
制
度
に
20
年
以
上

又
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
加

入
し
て
い
た
方
。

　

退
職
被
保
険
者
の
配
偶
者
（
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
方
を
含
む
）、
三
親
等
内
の

親
族
で
、
退
職
被
保
険
者
本
人
と

同
世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保

険
者
に
よ
り
、
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
方
。

※
年
間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超

え
る
方
や
、
老
人
保
健
に
該
当

す
る
方
は
除
き
ま
す
。

届
出
は
お
早
め
に

　

長
い
間
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
と
そ
の
ご

家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
、
退
職
者
医
療
制
度
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
条
件

☆
被
扶
養
者

お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
の
自
己
負
担

届
出
に
必
要
な
も
の
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≡ 税金を　納めて築く　我らの未来 ≡
※平成１７年度　税に関する標語の部、水戸税務署長賞受賞　笠間東中３年　塙　真実さんの作品です。

〈見やすい所にお貼りください〉

税　目
納期限 固定資産税 市県民税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料

　５月　１日（月） １期

　５月３１日（水）
（全期前納）
１期 全期 １期

　６月３０日（金）
（全期前納）

１期 ２期

　７月３１日（月） ２期 ２期

　８月３１日（木） ２期 ３期 ３期

１０月　２日（月） ４期

１０月３１日（火） ３期 ５期 ４期

１１月３０日（木） ６期

１２月２５日（月） ３期 ７期 ５期

　１月３１日（水） ４期 ８期

　２月２８日（水） ４期 ６期

笠間市役所（笠間支所）　　　問合せ先：税　務　課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民窓口課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　祉　課

き
り
と
り
線

平成１８年度　市税等納期一覧表

TEL７２－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民窓口課

TEL７２－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民窓口課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　祉　課TEL７２－１１１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　祉　課
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き
り
と
り
線



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17月仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

１歳６か月児健診
　　受　付▷13:00～13:10
　　対象児▷H16.9.1～10.17生まれ

18火大安
教育

健康

心配

育児

児童

３歳児健診
　　受　付▷13:10 ～ 13:20
　　対象児▷H15.1.1 ～ 2.28 生まれ

19水赤口 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1子ども福祉課 )
ペットボトル収集

教育

児童

人権法務

育児

離乳食教室（友部保健センター）
　　受　付▷9:45～10:00
　　対象児▷H17.10.1～10.31生まれ
ＢＣＧ接種
　　受付▷13:00～13:30
　　※３日前までに予約してください
機能アップ教室　13:00～15:30

20木先勝 子育てサロン 9:00 ～ 11:30
　　みなみ公民館（1更生保護女性会 甲斐 邦子 72-1477）

教育

育児

児童

子宮がん・乳がん検診
　　受　付▷正午～0:20
　　　　　※申込みが必要です

21金友引
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
0・1・2・3歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

教育

児童

健康

子宮がん・乳がん検診
　　受　付▷正午～0:20
　　　　　※申込みが必要です

22土先負 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

子宮がん・乳がん検診
　　受　付▷正午～0:20
　　　　　※申込みが必要です

23日仏滅 4・5・6歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　笠間図書館 1階おはなしのへや(1笠間図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　磯医院 1７４－４７９０

24月　大安 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

２歳児歯科健診
　　受　付▷13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H16.1.1 ～ 2.9 生まれ

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

11

４月
平成 18 年
April

卯
う

月
づき

カレンダーに記載されている連絡先の名称及び
電話番号は、新「笠間市」のものです。

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 笠間保健センター　　児童：家庭児童相談 月～金曜 13～17時（子ども福祉課）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学校教育課）　 歯科：歯科相談  第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 笠間保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（市民活動課）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 笠間保健センター（子ども福祉課）

◎市　役　所172―1111　　◎笠間保健センター172―7711　　◎笠間総合公園管理棟172―9330　　◎下 水 道 課
◎笠間公民館172―2100　　◎笠間清掃センター174―3800　　◎笠間市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎笠間図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所



資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆１月の回収量は、60,850kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 22,210kg、雑誌類 25,520kg、段ボール 13,120kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境保全課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示がある

場合を除き、すべて笠間保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

12

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 日友引
桜まつり 9:00 ～ 15:00
　　愛宕山（1観光協会）
4・5・6歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　笠間図書館 1階おはなしのへや(1笠間図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　佐藤医院 1７２－００３２

10月先負 市立中学校 入学式
教育

児童

11火仏滅 市立幼稚園 入園式

教育

健康

心配

育児

児童

12水大安 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　笠間公民館 和室 (1子ども福祉課 )
白色発泡トレイ収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

13木　赤口
教育

育児

児童

３～４か月児健診
　　受　付▷9:50～10:00
　　対象児▷H17.11.14～12.25生まれ

14金先勝
教育

児童

健康

歯科

15土友引
第35回 笠間つつじまつり開幕　5月 14日まで
　　笠間つつじ公園（1観光課）
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

胃がん・大腸がん・腹部超音波検診
　　受　付▷6:30～10:00
　　　　　※30分ごとに受付
　　　　　※申込みが必要です

16日先負
第1回 笠間お稲荷さんコンテスト
（アイデアいなり寿司） 13:00 ～
　　笠間稲荷神社 稲光閣（1商工課）
4・5・6歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　笠間図書館 1階おはなしのへや(1笠間図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　笠間眼科 1７２－９９１７

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 笠間保健センター　　児童：家庭児童相談 月～金曜 13～17時（子ども福祉課）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学校教育課）　 歯科：歯科相談  第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 笠間保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（市民活動課）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 笠間保健センター（子ども福祉課）

第 35回 つつじまつり
４月15日(土 )～５月14日(日 )

つつじ公園



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 土赤口
北山桜まつり開幕　14日まで
　　北山公園（1観光協会）
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )
市立保育所 入所式

2 日先勝 4・5・6歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　笠間図書館 1階おはなしのへや(1笠間図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　下田整形外科 1７３－０８５８

3 月友引 教育

児童
献血　10:00 ～ 16:00
　　笠間ショッピングセンターポレポレ

4 火先負
教育

健康

心配

育児

児童

5 水仏滅 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　笠間公民館 和室 (1子ども福祉課 )
ペットボトル収集

教育

児童

育児

胃がん・大腸がん・腹部超音波検診
　　受　付▷6:30～10:00
　　　　　※30分ごとに受付
　　　　　※申込みが必要です
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

6 木大安
教育

育児

児童

献血　9:30～ 12:00
　　笠間市役所
ひだまり(精神デイサービス )10:00～15:00

7 金赤口 市立小学校 入学式
0・1・2・3歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

教育

児童

健康

8 土　先勝 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

13

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 笠間保健センター　　児童：家庭児童相談 月～金曜 13～17時（子ども福祉課）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学校教育課）　 歯科：歯科相談  第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 笠間保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（市民活動課）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 笠間保健センター（子ども福祉課）

◎市　役　所172―1111　　◎笠間保健センター172―7711　　◎笠間総合公園管理棟172―9330　　◎下 水 道 課
◎笠間公民館172―2100　　◎笠間清掃センター174―3800　　◎笠間市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎笠間図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

４月
平成 18 年
April

卯
う

月
づき

カレンダーに記載されている連絡先の名称及び
電話番号は、新「笠間市」のものです。

桜まつり
４月９日（日）
愛宕山

北山公園さくら祭り
４月１日 (土 ) ～ 14日 ( 金 )

北山公園



18
年
５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

税等納期限

  　　５月１日 (月 ) 介護保険料………第１期分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25火赤口
教育

健康

心配

育児

児童

26水先勝 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1子ども福祉課 )
紙パック収集

教育

児童

育児

ポリオ与薬　受付▷13:00 ～ 13:30
　　※３日前までに予約してください
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

27木友引
教育

育児

児童

子宮がん・乳がん検診（稲田公民館）
　　受　付▷正午～0:20
　　　　　※申込みが必要です
ひだまり (精神デイサービス )　
10:00 ～ 15:00

28金仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

歯科

子宮がん・乳がん検診
　　受　付▷正午～0:20
　　　　　※申込みが必要です

29土大安
第25回 陶炎祭（ひまつり）開幕　5月 5日まで
　　芸術の森公園（1笠間焼協同組合）
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　笠間図書館 2 階ホール (1笠間図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　粟屋医院 1７２－１５６７

30日赤口 休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　笠間耳鼻咽喉科 1７３－０１１１

【５月の予防接種】

　　〔ポリオ与薬〕　１日・10日・24日
　　〔ＢＣＧ接種〕　19日

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

14

陶炎祭 (ひまつり )
４月 29日 ( 土・祝 )～
５月 ５ 日 ( 金・祝 )

笠間芸術の森公園 イベント広場

笠間観光いちご狩り（笠間・南指原）
入園料：３月▷1200円　４月▷1000円
笠間クラインガルテン　1７０－３１３３
笠 間 み ん げ い　1７２－９２８０
笠 間 市 観 光 協 会　1７２－９２２２

予防接種・健診等の実施場所は、表示がある

場合を除き、すべて笠間保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

みどりの日

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 笠間保健センター　　児童：家庭児童相談 月～金曜 13～17時（子ども福祉課）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学校教育課）　 歯科：歯科相談  第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 笠間保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（市民活動課）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 笠間保健センター（子ども福祉課）
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管理委託制度 指定管理者制度

管理主体 出資法人、公共団体等に限る 民間事業者を含む法人、団体

権限と業
務の範囲

施設の管理権限は市が有し、
施設の使用許可権限は委託で
きない。

指定管理者が施設の管理を代行
し、条例に基づき指定管理者も
使用許可を行うことができる。

市との法
的関係　 委託契約 指定

◆
指
定
管
理
者
制
度
と
は
？

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た

め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の

能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

経
費
の
削
減
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
従
来
の
「
管
理
委
託

制
度
」
に
代
わ
っ
て
、「
指
定
管

理
者
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
市
で
は
、
同
法
の
改
正
に

伴
い
、
指
定
管
理
者
制
度
の
円
滑

な
導
入
を
図
る
た
め
、「
公
の
施

設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
が
行
う
公
の
施
設

の
管
理
と
は
、
施
設
の
設
置
目
的

に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
包
括
的
な
管

理
の
こ
と
で
、
清
掃
や
警
備
、
保

守
な
ど
の
個
々
の
業
務
と
は
異
な

り
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
施
設
の
清
掃
や
警
備
、
保

守
な
ど
は
、
指
定
管
理
者
が
直
接

　

公
の
施
設
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
設
置
し
、
住
民
が
利
用
す
る

施
設
の
こ
と
で
、
体
育
施
設
、
文

化
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
観
光

施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所

の
庁
舎
は
、
行
政
の
事
務
に
あ
た

る
の
で
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
公
の
施
設
の「
管
理
」と
は
？

◆
公
の
施
設
と
は
？

行
う
か
、
他
の
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
や
河
川
、
学
校
な

ど
、
個
別
の
法
律
で
管
理
が
自
治

体
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ

の
指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

◆
管
理
委
託
制
度
と
指
定

　

管
理
者
制
度
の
違
い

◆
　

管
理
者
制
度
の
違
い

◆

笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

笠
間
工
芸
の
丘

　

３
月
１
日
か
ら
、
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
笠
間
工
芸
の
丘
に
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
一
部
「
農
産
物
直
売

所
・
そ
ば
処
」
の
指
定
管
理
者
に
茨
城
中
央
農
業
協
同
組
合
を
、
笠
間

工
芸
の
丘
の
指
定
管
理
者
に
笠
間
工
芸
の
丘
（
株
）
を
指
定
し
ま
し
た
。

農
協
並
び
に
笠
間
工
芸
の
丘
（
株
）
の
持
つ
知
識
や
情
報
が
、
地
域
の
活

性
化
と
観
光
の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

※
最
近
は
、
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
で
１
１
９
番
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
と
、
水
戸
市
消
防
本
部
か

土
浦
市
消
防
本
部
に
接
続
さ
れ
ま
す
の
で
、『
笠
間
市
』
と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
笠
間
消
防
署
に
接
続
さ
れ
た
ら
、

右
記
の
内
容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
広
域
事
務
組
合
通
信
司
令
室
☎（
73
）０
１
１
９

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

①
『
火
災
』
な
の
か
『
救
急
・
救
助
』
な
の
か
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②
住
所
と
世
帯
主
名
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。（
例
…
笠
間
市
○
○
町

○
○
番
地
の
（
氏
名
）
○
○
○
○
、
と
は
っ
き
り
と
！
）

③
周
辺
の
目
立
つ
建
物
等
（
例
…
商
店
・
工
場
）
や
地
番
表
示
を

正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

１
１
９
番
通
報
は
、

　
　
　
　

慌
て
ず
、
正
確
に
！

そ
の
後
の
通
報
内
容
は
、
次
の
手
順
で
！

《
火  

災  

通  

報
》

④
何
が
燃
え
て
い
る
か
。

⑤
逃
げ
遅
れ
た
人
、
け
が

を
し
た
人
は
い
る
か
。

⑥
通
報
し
て
い
る
人
の
氏

名
・
連
絡
先
。

《
救  

急  

・  

救  

助
》

④
病
人
・
け
が
人
の
数
及

び
状
況
。

⑤
救
出
の
必
要
が
あ
る
か
。

⑥
通
報
し
て
い
る
人
の
氏

名
・
連
絡
先
。

⬅
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笠
間
市
消
費
生
活
展　

リ
サ
イ
ク
ル
と
レ
ジ
袋
の
削
減
を
ア
ピ
ー
ル

　

県
農
産
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
主

催
に
よ
る
「
茨
城
県
農
産
加
工
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
１
月
25
日
、

同
セ
ン
タ
ー
園
芸
研
究
所
で
開
か

れ
、
楽
農
工
房
（
代
表
の
鈴
木
か

つ
子
さ
ん
ほ
か
５
人
）
の
「
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
」
が
、
最
優
秀

賞（
県
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
農
産
加
工
品

の
品
質
と
技
術
の
向
上
が
ね
ら
い
。

笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
内
に
施

設
を
構
え
る
同
工
房
の
ジ
ャ
ム
は
、

デ
ザ
イ
ン
、
表
示
、
味
な
ど
、
商

品
と
し
て
の
総
合
的
な
完
成
度
で
、

審
査
員
の
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

茨
城
県
農
産
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル　
「
楽
農
工
房
」
の
ジ
ャ
ム
が
最
優
秀
賞

　

１
月
21
日
と
22
日
の
二
日
間
、

笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
、
笠

間
市
消
費
生
活
展
（
主
催
▽
笠
間

市
、
共
催
▽
笠
間
生
活
学
校
・
笠

間
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

笠
間
生
活
学
校
（
代
表
▽
大
久

保
悦
子
さ
ん
）
と
笠
間
市
地
域

女
性
団
体
連
絡
会
（
会
長
▽
川
連

き
ぬ
さ
ん
）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
と
レ
ジ
袋
の
削
減
を
ア
ピ
ー

ル
。
会
員
自
ら
制
作
し
た
マ
イ
バ

ッ
グ
を
展
示
し
、
レ
ジ
袋
削
減
運

動
の
推
進
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
和

服
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
衣
類
を
紹

介
す
る
な
ど
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
取
組
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
笠
間
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

契
約
や
悪
徳
商
法
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
と
い
っ
た
「
消
費
」
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
も

ら
い
、
賢
い
消
費
者
に
な
っ
て
も

ら
お
う
と
、
消
費
生
活
に
関
す
る

様
々
な
事
例
を
扱
っ
た
問
題
集
を

配
布
。
問
題
を
解
い
て
く
れ
た
来

場
者
に
は
、
食
品
包
装
用
ラ
ッ
プ

や
冊
子
「
暮
ら
し
の
豆
知
識
」
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

　学校週５日制に対応し、子どもたち
に多彩な体験活動を提供している「ど
んぐり学校」。１月２８日には、笠間ク
ラインガルテンで料理教室が開かれ、
小学生２１人と高校生会のメンバー３
人が参加。パティシエの根本 高行さん
の指導の下、チョコレートを材料にし
て、個性豊かな人形を作り上げました。

子
ど
も
料
理
教
室

パ
テ
ィ
シ
エ（
お
菓
子
職
人
）に
挑
戦
！

舎』が、特選（個人の部の最高位）の一
つに選ばれました。
　同美術展には、全国の小・中学校、幼
稚園、保育所から１２万点を超える応募が
あり、小松崎さんの作品は、茨城県地区
審査を経て全国審査へ進出。校舎の陰影
を巧みに生かし、斜めに切り込んだ大胆な
構図で、見事、特選の栄誉に輝きました。

小
松
崎 

亜
衣
さ
ん（
東
中
２
年
）

全
国
教
育
美
術
展
で
特
選
を
受
賞

コンクール最優秀賞を受賞した「楽農工房」の皆さん

正しい消費生活についてPRする笠間市消費生活展

クラインガルテンを中心に販売されている手作りジャム

　子どもたち一人ひ
とりの個性を伸ばし、
豊かな情操を育てよう
と、このほど、「第６５
回全国教育美術展」
が開かれ、東中２年
・小松崎 亜衣さんの
水彩画『いつもの校



17

第
47
回
「
市
民
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
の
入
賞
者
（
１
月
29
日
・
中
央
公
民
館
）

【
囲
碁
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
森　

貞
男
さ
ん

　

準
優
勝
▽
田
中　

詔
さ
ん

　

第
３
位
▽
飯
田　

廣
さ
ん

Ｂ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
岡
田　

孝
幸
さ
ん

　

準
優
勝
▽
鈴
木　

貫
市
さ
ん

　

第
３
位
▽
森　

友
三
さ
ん

Ｃ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
大
木　

實
さ
ん

　

準
優
勝
▽
畑
岡　

嘉
一
さ
ん

　

第
３
位
▽
塙　

猛
さ
ん

※
格
付
け
は
Ａ
ク
ラ
ス
が
最
高
位

大
久
保 

博
元
（
デ
ー
ブ
大
久
保
）
さ
ん　

我
が
野
球
人
生
を
語
る

笠
間
市
納
税
組
合
連
合
会
の
解
散
に
伴
い
、

永
年
勤
続
組
合
長
77
人
に
感
謝
状

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

市
民
４
人
が
県
民
健
康
づ
く
り
表
彰

　２月１４日、県庁で県民健康づくり
表彰式が行われ、太田 キヌエさん（食
生活改善活動に尽力）、笠間太極拳同
好会（２５年間にわたり健康づくりを
実践。会長：大月 とくさん）、仁平 和
二さん（定年後、１８年間にわたり健
康づくりに精進）、鈴木 桂一さん（献
血１００回以上）が表彰されました。

　税金の口座振替制度の定着や個人の
プライバシーの保護など、納税組合を
取り巻く環境の変化に伴い、２月７日、
笠間市納税組合連合会（会長：戸嶋 富
治さん）の解散式が市役所で行われま
した。解散式では、その歴史的な功績
をたたえ、永年にわたって尽力された
組合長７７人に感謝状が贈られました。

ラ
フ
ト
１
位
で
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

に
入
団
。
そ
の
後
、
長
い
二
軍
生

活
の
末
、
移
籍
先
の
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
で
開
花
し
、
オ
ー
ル
ス
タ

ー
や
日
本
シ
リ
ー
ズ
出
場
で
そ
の

人
気
を
不
動
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
３
歳
で
父
と
死
別

後
、
女
手
一
つ
で
育
て
て
く
れ
た

母
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
厳
し
い
野
球
人
生
の

中
で
得
た
三
つ
の
信
念
「
逆
境
に

あ
る
と
き
、
人
の
せ
い
に
し
な
い
、

言
い
訳
を
し
な
い
、
う
そ
を
つ
か

な
い
」
を
提
唱
。
持
ち
前
の
明
る

さ
で
、
会
場
内
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

一手お手合わせ。中央公民館和室で開かれた第４７回大会

少年時代からの苦楽を語るデーブ大久保さん

【
将
棋
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
田
口　

昭
一
さ
ん

　

準
優
勝
▽
朝
井　

秀
行
さ
ん

　

第
３
位
▽
青
木　

信
吉
さ
ん

Ｂ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
賀
川　

武
房
さ
ん

　

準
優
勝
▽
友
部　

登
さ
ん

　

第
３
位
▽
長
谷
川　

泉
さ
ん

Ｃ
ク
ラ
ス
／／

　

優　

勝
▽
山
口　

五
郎
さ
ん

　

準
優
勝
▽
杉
山　

秀
夫
さ
ん

　

第
３
位
▽
田
口　

賢
三
さ
ん

※
格
付
け
は
Ａ
ク
ラ
ス
が
最
高
位

　

２
月
５
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
、
青
少
年
健
全
育
成
講
演

会
（
主
催
▽
笠
間
市
青
少
年
相

談
員
会
・
青
少
年
育
成
笠
間
市
民

会
議
）
が
開
か
れ
、
市
民
な
ど
約

４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
本
県
出
身
の
元
プ
ロ

野
球
選
手
で
、
現
在
、
野
球
解
説

者
と
し
て
活
躍
中
の
大
久
保
博

元
（
デ
ー
ブ
大
久
保
）
さ
ん
。「
私

の
野
球
人
生
」
と
題
し
、
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
青
少
年

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
は
、
旧
鉾
田
町
に

生
ま
れ
、
水
戸
商
業
高
校
か
ら
ド
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環
境
の
国
際
比
較
」
報
告
書
を
出

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
少
子
化
と

男
女
共
同
参
画
の
関
係
に
つ
い
て
、

興
味
あ
る
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
０
年
、
先
進
国
の
合
計

特
殊
出
生
率
と
女
性
労
働
力
率
に

は
負
の
相
関
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
女
性
の
有
職
率
が
高
い
国
ほ

ど
、
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
は
少

な
か
っ
た
。
そ
し
て
１
９
８
５
年
、

二
つ
の
間
に
相
関
が
な
く
な
り
、

２
０
０
０
年
に
は
正
の
相
関
に
転

じ
た
。
女
性
の
有
職
率
が
高
い
国

ほ
ど
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
く
な

り
、
女
性
の
社
会
参
画
に
も
か
か

わ
ら
ず
少
子
化
は
下
げ
止
ま
り
、

回
復
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
何
か
。
先
進
国
の
多

く
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

し
進
め
る
形
で
、
男
女
が
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
少

子
化
対
策
を
行
い
、
そ
れ
が
功
を

奏
し
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

日
本
で
は
未
だ
対
策
が
不
充
分
で

あ
る
た
め
、
少
子
化
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
先
進
事
例
を
参

考
に
し
て
、
強
力
な
少
子
化
対
策
、

す
な
わ
ち
男
女
共
同
参
画
社
会
の

構
築
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
で
は
、
２
０
０
５
年
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
１
・
28
パ
ー
セ

ン
ト
と
少
子
化
が
進
み
、
つ
い
に

人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
迎
え
た
。

　

一
方
、
豊
か
さ
で
は
、
衣
食
住

等
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向

上
、
高
等
教
育
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

の
多
様
性
な
ど
、
多
く
の
プ
ラ
ス

を
も
た
ら
し
た
。
女
性
が
意
識
を

変
え
、
若
い
男
性
が
生
き
方
を
模

索
す
る
姿
を
、
そ
こ
こ
こ
で
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
男
女
が
平

等
に
社
会
や
職
場
、
家
庭
、
地
域

で
力
を
発
揮
し
輝
く
「
男
女
共
同

参
画
」
は
、
既
に
若
者
間
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
若
者
が

「
ら
し
さ
」
を
発
揮
し
、
確
固
た

る
生
き
方
を
見
付
け
る
ま
で
に
は

時
間
が
掛
か
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
晩
婚
や
出
産
年
齢
が
高

く
な
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
大
き
な
う
ね

り
の
中
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

回
復
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
先
進

国
で
も
ア
ジ
ア
の
途
上
国
で
も
最

重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
国
の

男
女
共
同
参
画
会
議
・
専
門
調
査

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
少
子
化

と
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
社
会

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

30

《
少
子
社
会
と
男
女
共
同
参
画
》

　

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
社
会
科
学
部
教
授
川
上
美
智
子
さ
ん

消
防
署
だ
よ
り

＠
地
震
に
備
え
て

　

⑤
落
下
物
、
あ
わ
て
て
外
に
飛

び
出
さ
な
い

　

⑥
門
や
塀
に
は
近
寄
ら
な
い

地
震　

そ
の
と
き

10
の
ポ
イ
ン
ト

☆
地
震
時
及
び
直
後
の
行
動

　

②
す
ば
や
い
消
火
、
火
の
始
末

　

③
慌
て
た
行
動
、
け
が
の
元

　

④
窓
や
戸
を
開
け
、
出
口
を
確
保

☆
大
き
く
揺
れ
た
と
き
の
行
動

　

①
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
身
の
安
全

　

突
然
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
は
適
切
な
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
、
多
く
の
人
々
の
大
切
な
命
と
財
産
を
奪
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
、
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、
国
内
で
は
幾

度
と
な
く
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
地
震
で
も
、
揺
れ
の
中

で
自
ら
転
倒
し
て
受
傷
し
た
人
や
、
家
具
類
の
転
倒
や
落
下
物
に
よ
る
負

傷
者
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
地
震
災
害
に
お
い

て
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
り
、
少
し
で
も
被
害
を
軽
減
し
た
り
す
る
た

め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
災
害
時
に
お
け
る
行
動
な
ど
を
考
え
て
お
き
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。

○
た
き
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

完
全
に
消
火
す
る
。

○
強
風
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
始
末

し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

○
火
遊
び
は
し
な
い
。

○
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
市

に
申
請
し
、
許
可
を
受
け
る
。

※
貴
重
な
森
林
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
地
震
後
の
行
動

　

⑦
正
し
い
情
報
、
確
か
な
行
動

　

⑧
確
か
め
合
お
う
、
我
が
家
の

安
全
、
隣
の
安
否

　

⑨
協
力
し
合
っ
て
、
救
出
・
救
護

　

⑩
避
難
の
前
に
、
安
全
確
認
、

電
気
・
ガ
ス

山
火
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
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健
康
ア
ド
バ
イ
ス

保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

活
動
情
報
No.54

　

中
央
公
民
館
で
２
月
11
日
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
茨
城
大
学
の

学
生
の
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
、
ま
ち
づ
く
り
教
室
の
会
員
で

も
あ
る
５
人
の
方
が
発
表
し
ま
し

た
。
卒
業
論
文
を
一
般
市
民
の
前

で
発
表
す
る
こ
と
は
、
全
国
的
に

も
極
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
と
ま
ち
づ
く
り
」、「
中

心
市
街
地
再
生
へ
の
提
言
」
な
ど
。

鋭
い
視
点
と
深
い
研
究
に
よ
る
内

容
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参

考
に
な
る
点
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

３
人
の
講
師
の
先
生
か
ら
、
内

容
が
充
実
し
て
い
る
、
生
活
体
験

に
基
づ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
と

よ
い
な
ど
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

57

《
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？
》

　
「
肥
満
気
味
」「
血
糖
値
が
高
め
」「
血
圧
が
高
め
」「
中
性
脂
肪
が
高
め
」

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
気
に
な
る
症
状
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
大

丈
夫
！
と
、
油
断
し
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
軽
度
で
も
、
肥
満
を
含
む
三
つ
以
上
の
症
状
を
併
せ

持
っ
て
い
る
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
、
不
健
康
な
食
事
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
か
ら
起

こ
る
も
の
で
す
が
、
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
放
置
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
放
置
し
て
お
く
と
、
徐
々
に
進

行
し
て
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
や
が
て
は
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
へ
と

つ
な
が
り
、
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
特
に
問
題
で
す
！

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
と
は
、
上
半
身
に
脂
肪
が
多
く
付
き
、
脂
肪
が
内
臓

に
蓄
積
し
て
い
る
状
態
の
肥
満
で
す
。
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
（
お
へ
そ
の
高

さ
に
水
平
に
巻
尺
を
当
て
、
普
通
に
息
を
し
て
、
吐
き
き
っ
た
と
き
に
測

っ
た
値
）
が
、
男
性
で
85
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
女
性
で
90
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
方
は
要
注
意
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
に

☆
一
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
よ
う
。

☆
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
よ
う
。

☆
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
、
腹
八
分
目
に
。

☆
仕
事
や
家
事
の
合
間
に
、
意
識
し
て
体

を
動
か
そ
う
。

☆
一
日
１
万
歩
を
目
標
に
歩
こ
う
。

☆
週
に
二
回
は
、
１
回
30
分
以
上
の
運
動

を
し
よ
う
。

☆
禁
煙
を
実
行
し
よ
う
。

☆
お
酒
は
適
量
を
守
ろ
う
。（
日
本
酒
換
算
で
一
日
一
合
ま
で
）

☆
眠
り
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
快
適
な
睡
眠
を
。

☆
趣
味
の
時
間
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
設
け
て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
。

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

箱
田
小
学
校
５
年
１
組

「
エ
コ
箱
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
守
り
隊
」が
研
究
発
表

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

箱
田
小
５
年
１
組
の
児
童
25
人

で
組
織
す
る
「
エ
コ
箱
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
守
り
隊
」
が
、
２
月
17
日
と

18
日
の
二
日
間
、
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
一
年
間
の
環

境
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

題
し
て
「
こ
れ
で
い
い
の
か
箱

田
の
自
然
」。
笠
間
市
環
境
学
習

モ
デ
ル
事
業
に
指
定
さ
れ
た
こ
の

活
動
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
成

果
を
、
市
民
に
発
表
し
よ
う
と
い

う
も
の
。
児
童
25
人
が
、
地
域
の

自
然
や
水
質
・
大
気
の
様
子
、
省

電
力
や
ご
み
の
減
量
化
な
ど
、
九

つ
の
テ
ー
マ
で
調
査
・
研
究
を
行

い
、
自
然
の
美
し
さ
と
保
護
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

初
日
の
17
日
は
、
児
童
が
ガ
イ

ド
を
担
当
し
、
研
究
成
果
を
市
民

や
他
校
の
小
学
生
に
説
明
。
パ
ネ

ル
や
実
験
装
置
を
使
い
、
自
然
環

境
、
地
球
温
暖
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
の
各
ブ
ー
ス
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
大
好
き
い

ば
ら
き
県
民
ま
つ
り
「
環
境
フ
ェ

ア
」
や
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
壁
新

聞
「
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ

の
参
加
作
品
の
ほ
か
、
環
境
学
習

に
関
す
る
保
護
者
の
高
い
評
価
を

示
す
「
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。研究成果を発表する児童たち 招待状を持って磯市長を訪れた３人の児童

多数の市民が訪れた論文発表会の会場
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人 口 と 世 帯
１月末日現在（前月比）
人　口 29,862 人（ー   7）
   男 14,582 人（ー   8）
   女 15,280 人（＋   1）
世帯数 10,065 戸（ー   1）

※住民基本台帳による

障
害
児
福
祉
手
当

　

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
精
神
又

は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、

介
護
を
必
要
と
す
る
、
20
歳
未
満

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
る
方
や
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。な
お
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

☆
対
象
と
な
る
方
／／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２

級
の
う
ち
の
一
部
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
の
方

③
そ
の
ほ
か
①
②
と
同
程
度
の
方

☆
手
当
の
額
／／

　

月
額
１
万
４
千
４
３
０
円

☆
支
給
月
／／

　

２
・
５
・
８
・
11
月

特
別
障
害
者
手
当

　

特
別
障
害
者
手
当
は
、
精
神
又

は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、

障
害
児
福
祉
手
当
と

特
別
障
害
者
手
当

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
精

神
保
健
福
祉
法
第
32
条
（
通
院
医

療
）
並
び
に
結
核
予
防
法
第
34
条

（
適
正
医
療
）
に
規
定
す
る
医
療

を
受
け
た
場
合
、
現
在
は
、
必
要

な
医
療
費
の
う
ち
の
５
パ
ー
セ
ン

ト
分
（
自
己
負
担
率
）
は
、
国
民

健
康
保
険
か
ら
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
の
障
害
者
自
立
支
援

法
施
行
に
伴
い
、
こ
の
通
院
医
療

の
自
己
負
担
率
が
10
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
ま
す
が
、
他
保
険
と
の
整

合
等
に
よ
り
、
医
療
機
関
に
通
院

し
て
い
る
方
の
医
療
費
の
自
己
負

担
分
が
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
価
格
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
平
成
18
年

度
固
定
資
産
価
格
（
土
地
及
び
家

屋
）
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼
４
月
３
日
㊊
か
ら
５

月
31
日
㊌
ま
で
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
▼
笠
間
支
所
税
務
課

縦
覧
で
き
る
も
の
／／

友
引
の
日
に
も
、
通
夜
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す 

《
広
域
斎
場
》

　

笠
間
広
域
斎
場
「
や
す
ら
ぎ
の

森
」
で
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
一

層
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
４

月
か
ら
、
友
引
の
日
に
も
通
夜
式

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
仮
泊
（
仮
眠
）
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
期
清
掃
等
の
た
め
、

☆
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
・

地
番
・
地
目
・
地
籍
・
価
格
）

☆
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
・

家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床

面
積
・
価
格
）

縦
覧
で
き
る
方
▼
市
内
に
所
在
す

る
土
地
及
び
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者

※
土
地
の
所
有
者
は
市
内
の
土
地

価
格
を
、
家
屋
の
所
有
者
は
市

内
の
家
屋
価
格
を
、
そ
れ
ぞ
れ

縦
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
縦
覧
の
際
は
、
納
税
者
の

身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
印
鑑
、

委
任
状
（
代
理
の
場
合
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
支
所
税
務
課

対
象
職
種
▼
造
園
、
機
械
加
工
、

電
子
機
器
組
立
て
、
左
官　

ほ
か

受
付
期
間
▼
４
月
４
日
㊋
〜
14
日
㊎

受
検
手
数
料
▼
実
技
１
万
５
千
７

　

０
０
円
、
学
科
３
千
１
０
０
円

申
請
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
県
職
業

　

能
力
開
発
協
会
☎
０
２
９
（
２

　

２
１
）
８
６
４
７

http://w
w
w
.ib-syokkyo.com

法
務
教
官
の
採
用
試
験

技
能
検
定（
前
期
）の

受
検
申
請

使
用
済
み
乾
電
池
を

収
集
し
ま
す

　

次
の
日
程
で
、
使
用
済
み
乾
電

池
を
収
集
し
ま
す
。

３
月
29
日
㊌
▼
１
区
〜
27
区

３
月
30
日
㊍
▼
28
区
〜
74
区

３
月
31
日
㊎
▼
75
区
〜
１
１
０
区

※
ご
家
庭
に
あ
る
透
明
か
半
透
明

の
袋
に
入
れ
て
、
収
集
日
の
朝

８
時
ま
で
に
、
所
定
の
集
積
所

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
可
燃
ご
み
と
同
じ
収
集
日
に
な

る
地
区
の
方
は
、
乾
電
池
と
可

燃
ご
み
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
、

区
分
け
し
て
置
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
次
の
収
集
月
は
、
10
月
で
す
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
支
所
生
活
課　

　

笠
間
清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎（
74
）

　

３
８
０
０

受
験
資
格
／／

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
期
大

学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業

（
平
成
19
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）
し
た
方
並
び
に
、
人

事
院
が
こ
れ
ら
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

職
務
の
概
要
▼
少
年
院
及
び
少
年

鑑
別
所
の
職
員
と
し
て
、
非
行

少
年
へ
の
指
導
・
教
育
な
ど

第
１
次
試
験
▼
６
月
11
日
㊐

受
付
期
間
▼
４
月
３
日
㊊
〜
14
日
㊎

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
水
府
学

院
☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
５
４

特
別
介
護
を
必
要
と
す
る
、
20
歳

以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
病
院
に
３
か
月
以
上
入
院

し
て
い
る
方
や
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

☆
対
象
と
な
る
方
／／

①
重
度
の
障
害
が
二
つ
以
上
あ
る
方

②
重
度
の
肢
体
不
自
由
（
寝
た
き

り
）
で
、
一
人
で
の
日
常
生
活

動
作
を
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
方

③
絶
対
安
静
の
状
態
が
、
長
期
に

わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
方

④
重
度
の
精
神
障
害
（
知
的
障
害

を
含
む
）
の
た
め
、
食
事
や
用

便
、
会
話
な
ど
の
日
常
生
活
能

力
の
ほ
と
ん
ど
な
い
方

☆
手
当
の
額
／／

　

月
額
２
万
６
千
５
２
０
円

☆
支
給
月
／／

　

２
・
５
・
８
・
11
月

問
合
せ
先
▼
社
会
福
祉
課
障
害
Ｇ

な
お
、
結
核
予
防
法
第
34
条
（
適

正
医
療
）
の
医
療
費
に
つ
い
て
も
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
保
険
年
金
課

毎
月
１
回
程
度
は
休
場
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
笠
間
広
域
斎
場
や
す

ら
ぎ
の
森
☎
（
72
）
７
０
１
１
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不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

日
時
▼
４
月
３
日
㊊
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

会
場
▼
水
戸
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

相
談
内
容
▼
不
動
産
の
価
格
等
の

相
談
に
無
料
で
お
応
え
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
当
日
、
会
場
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
（
社
）
茨
城
県
不
動

　

産
鑑
定
士
協
会
☎
０
２
９
（
２

　

４
６
）
１
２
２
２

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は

５
月
22
日
ま
で
に

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
平
成
17
年
度
確
定
保
険

料
と
平
成
18
年
度
概
算
保
険
料
の

申
告
・
手
続
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
主
に
は
、
４
月
上
旬
ま
で

に
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
が

新
し
く
な
り
ま
す

５
月
22
日
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
、
茨
城
労
働
局
又
は
各
労
働

基
準
監
督
署
へ
、
申
告
書
と
と
も

に
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
室
☎
０
２
９（
２
２
４
）

６
２
１
３　

　

旅
券
法
の
改
正
に
伴
い
、
３
月

20
日
以
降
の
申
請
に
基
づ
い
て
発

行
さ
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
す
べ

て
Ｉ
Ｃ
旅
券
に
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
旅
券
は
、
非
接
触
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
に
、
旅
券
名
義
人
の
氏
名
・

国
籍
・
生
年
月
日
・
旅
券
番
号
・

顔
画
像
等
を
記
録
し
た
旅
券
で
、

偽
造
等
を
防
止
す
る
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
大
き

く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請
書
と

写
真
の
規
格
（
顔
の
大
き
さ
）
が

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

共
催
団
体
を
募
集

県広報コンクールで、
市報１２月号表紙が特選を受賞

　このほど、平成１７年度茨城県市町
村広報コンクールが行われ、市報笠間
１２月号表紙「稲田幼稚園でそば会」
が、写真の部で特選（最優秀賞）を受
賞。また、映像の部で、ＮＨＫ県域デ
ジタルテレビの笠間市制作番組「道の
市」が努力賞に輝きました。ご協力い
ただいた皆さんに、お礼申し上げます。

みんな元気に「オニはーそと！」
くるす保育所で豆まき

　２月３日は節分。市内の幼稚園や保
育所でも恒例の豆まきが行われました。
　くるす保育所では、子鬼たちが「福
は内、鬼は外」と大きな声で豆をまき、
鬼に扮した先生たちを元気に追い掛け
ました。また、０歳児も頭に角をつけ
て参加。季節の移り変わりを告げるこ
の日、所内に福と春を招き入れました。

月
上
旬
に
開
か
れ
る
「
八
重
桜
ま

月
上
旬
に
開
か
れ
る
「
八
重
桜
ま

つ
り
」
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
那
珂
市
役
所
商
工
観

光
室
☎
０
２
９
（
２
９
８
）
１

　

１
１
１

あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ

《
岩
間
町
》

　

ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
、
愛
宕
山
頂

上
付
近
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
宿

泊
施
設
。
晴
れ
た
日
に
は
、
太
平

洋
ま
で
一
望
で
き
ま
す
。

料
金
／／

☆
４
人
用
▽
１
万
６
千
８
０
０
円

☆
６
人
用
▽
２
万
５
千
２
０
０
円

☆
12
人
用
▽
４
万
２
千
円

☆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
▽
２
千
５
５
０
円

※
全
室
と
も
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ

ッ
チ
ン
・
冷
暖
房
完
備

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
ス
カ
イ
ロ

ッ
ジ
管
理
事
務
所
☎
０
２
９
９

（
45
）
６
６
２
２

　

こ
の
郷
」
管
理
事
務
所
☎
０
２

　

９
６
（
88
）
３
１
５
７

第
18
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

《
東
海
村
》

　

約
２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
日
没
後
は
、
あ
ん

ど
ん
・
ぼ
ん
ぼ
り
に
よ
る
幻
想
的

な
夜
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
４
月
１
日
㊏
〜
20
日
㊍

会
場
▼
阿
漕
ヶ
浦
公
園

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
▼
午
後
９
時
ま
で

※
８
日
㊏
・
９
日
㊐
は
、
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

問
合
せ
先
▼
東
海
村
観
光
協
会

　

☎
０
２
９
（
２
８
２
）
１
７
１
１

八
重
桜
ま
つ
り

《
那
珂
市
》

　

日
本
の
さ
く
ら
百
選
に
選
ば
れ

た
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
に
は
、
約

１
８
０
０
本
の
八
重
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬
か
ら
５

　

内
閣
府
で
は
、
国
の
政
策
に
関

す
る
企
画
を
提
案
し
、
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
共
催
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体
▼
ま
ち
お
こ
し
団
体
、

商
工
会
・
商
店
会
、
自
治
体
等

応
募
書
類
▼
企
画
・
団
体
の
概
要
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
企
画
書

応
募
方
法
▼
郵
送
で
次
へ
。

応
募
・
問
合
せ
先
▼
〒
１
０
０
〜

８
９
１
４
東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
１
〜
６
〜
１
内
閣
府
大
臣

官
房
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
担

当
室
「
共
催
団
体
応
募
係
」

　

☎

　

☎
03
（
３
５
８
１
）
１
５
５
６

http://w
w
w
8.cao.go.jp/tow

n/

変
更
に
な
る
ほ
か
、
旅
券
発
給
手

数
料
が
千
円
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９（
２
２
６
）

５
０
２
３　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

「
や
ま
び
こ
の
郷
」　　
《
城
里
町
》

　
「
や
ま
び
こ
の
郷
」
で
は
、
テ

　
「
や
ま
び
こ
の
郷
」
で
は
、
テ

ニ
ス
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

こ
ん
に
ゃ
く
の
手
づ
く
り
や
陶
芸

体
験
が
で
き
ま
す
。
夜
は
テ
ラ
ス

付
き
ケ
ビ
ン
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
「
や
ま
び

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
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い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

食
事
を
、
単
な
る
栄
養
補
給
の
た

め
で
は
な
く
、
家
族
や
友
だ
ち
と
、

楽
し
く
、
安
心
し
た
食
卓
を
囲
む

体
験
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
人
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
、
広

い
視
点
に
立
っ
た
、
食
生
活
の
見

直
し
の
提
案
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
食
育
」の
こ
と
！

　

具
体
的
に
は
、
栄
養
や
料
理
方

法
は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
物
が
、
生

産
・
加
工
・
調
理
さ
れ
、
食
卓
に

並
ぶ
ま
で
の
過
程
の
知
識
や
技
術

を
学
び
、
そ
こ
か
ら
、
日
常
生
活

で
の
自
己
管
理
能
力
を
育
て
る
と

　

教
育
の
基
本
と
し
て
、
知
育
・

徳
育
・
体
育
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
に
加
え
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
「
食
育
」
で
す
。
食
育
と
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
健
康

を
自
分
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
食
べ
る

こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
健
や
か
な

食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
能

力
を
育
て
る
」
と
い
う
も
の
。
食

の
乱
れ
が
、
身
体
だ
け
で
な
く
、

心
の
ト
ラ
ブ
ル
を
も
引
き
起
こ
す

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
食

育
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
食
育
」と
は
？

「
食
育
」の
ね
ら
い

◆食育を通して、子どもに身に付けさせたい能力◆
食べ物を選択できる 　元気な身体をつくるために、多くの食べ物の中から最適なものを選択し、

組み合わせることができる能力。

味が分かる 　四季折々の食べ物を、おいしく、楽しく、たくさん食べ、季節感や味覚、
日本の食文化の特徴を感じることができる能力。

食べ物の大切さを知る 　食べ物がどのように作られ、食卓まで運ばれるかを知り、食べ物を大切
にする心や感謝する気持ちを持つことができる能力。

自分で料理ができる 　料理を覚えるばかりでなく、集中力や想像力を育て、将来、自立するこ
とができる能力。

　

外
食
の
普
及
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
多
様
化
、
欧
米
化
が
急
速
に
進
む
な
ど
、
日
本
の
食
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
一
見
満
ち
足
り
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
食
生
活
で
す
が
、「
朝
食
抜
き
の
児
童
の
増
加
」

「
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
」「
キ
レ
や
す
い
子
の
増
加
」
な
ど
、
従
来
の
日
本
型
食
生
活
の
崩
壊
が
原
因
と
み

ら
れ
る
現
状
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
「
食
育
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

２月４日、中央公民館で行われた「子ども料理教室」

食
の
大
切
さ
を
再
認
識

　

幼
い
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
た
食
習

慣
は
、
一
生
継
続
す
る
と
い
わ
れ
、

子
ど
も
の
心
身
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
食
育
は
、
健
や
か
で
豊
か

な
感
性
を
持
っ
た
人
間
へ
と
成
長

す
る
た
め
の
、
大
切
な
教
育
で
す
。

　

子
ど
も
が
食
育
を
学
ぶ
と
き
、

私
た
ち
大
人
も
、「
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
」
を
再
認
識
し
、
食
育

の
た
め
の
適
切
な
環
境
づ
く
り
を
、

各
分
野
か
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。
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ーLife Long Learning ー

〈34〉生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより生涯学習だより

３年間を振り返って
３年間のリーダースの活動を通して、
子どもたちやお年寄りとの触れ合いな
ど、幅広い活動の中で、自分の将来や
りたい仕事を見つけることができまし
た。そして、自分自身の性格などを見
つめ直し、成長することができました。
これからの生活では、さらに上を

目指し、これまで体験したことを心に
しっかりと残し、色々なことにチャレ
ンジしていきたいと思います。
　そして、今まで培ったこと一つ一つ
を様々な場面で伝え、たくさんの人た
ちにリーダースの活動を知ってもらっ
たり、他の人の勉強にも生かしてもら
ったりして、私がその架け橋になれれ
ばいいと思います。

中央高３年　西野起矢

１年間の感想
１年間の活動で、たくさんの小学生と触
れ合うことができました。「どんぐり学校」
のクリスマス会で、二日間小学生と一緒に
過ごし、楽しく盛り上がることができました。
　また、リーダースに入って年上の人とも
仲良くなれたし、その人たちからたくさん
のことを学ぶことができて、とても充実し
た一年になりました。
　今後は、これまで以上にいろんなこと
にチャレンジし、子どもたちとの触れ合い
や、地域の役に立てるような活動をしたい
と思います。　  東中１年　櫻井桃子

１年間リーダースをやってきて
昨年度は参加者として、市や子ども
会の行事を楽しんでいました。今年度
はリーダースとして、子どもたちをま
とめたり、楽しませたりすることの難
しさにびっくりしました。色々と緊張
してしまったり、大変なところもあっ
たりしますが、すごく楽しいです。
　これからもリーダースの会員とし
て、一生懸命活動するとともに、新し
く入ってくる人たちの手本になれるよ
うに頑張っていきたいと思います。

笠間中１年　田口さつき

１．入会資格　市内在住の中学１年生
　　　　　　　から高校１年生まで
２．年 会 費　１，２００円
３．定 例 会　毎週金曜日

○ 入会希望者は、市生涯学習課に電
話で連絡してください。

※市生涯学習課まで　72-1111

ごあいさつ
　皆さんこんにちは。私たち笠間市リーダースク
ラブ（高校生会）は、元気いっぱいの中・高校生
が集まり、様々なボランティア活動をしています。
　主な活動は、市や子ども会が行ういろいろな事
業のお手伝いや、他市町村の高校生会との交流、
そして、クリスマス会の開催などです。
　こうした活動を通し、人と人とのかかわりや、地
域の様々な文化、歴史などを学ぶことができます。
　皆さんも、学校ではなかなか得られない知識を
楽しみながら得て、私たちと一緒に活動してみま
せんか？ いきなり活動するのはちょっと･･･と思う
方も、まずは気軽に見学に来てください。リーダ
ースのメンバー全員で皆さんをお待ちしています。

会長　笠間高１年　大學由奈
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第
４
回

「
さ
し
ろ
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
」フォーラムを締めくくった６年生の「よさこいソーラン節」

笠間稲荷神社で防火訓練　第52回文化財防火デー

拝殿前で行われた一斉放水

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
、
笠
間

稲
荷
神
社
（
塙
東
男
宮
司
）
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
、
地
元
の
消
防
団
第
２
分
団
と

笠
間
消
防
署
、神
社
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

神
社
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
本

殿
が
あ
り
、
訓
練
は
、
午
後
１
時
半
、
拝

殿
付
近
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
け
が
人
が

出
た
と
い
う
想
定
で
開
始
。
神
社
の
職
員

が
消
火
や
救
護
に
当
た
り
、
け
が
人
の
搬

送
や
貴
重
品
の
持
出
し
を
行
う
中
、
消
防

隊
が
拝
殿
に
向
か
っ
て
一
斉
放
水
を
行
う

な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
、

参
拝
客
ら
も
息
を
の
ん
で
見
守
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
消
防
署
員
の
指
導
の
下
、
み
こ

さ
ん
と
門
前
通
り
お
か
み
さ
ん
会
の
皆
さ

ん
が
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
万
一
の
際

の
初
期
消
火
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

★
石
井
・
田
村　

稜
り
ょ
う

真ま　

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
１
月
16
日
生
ま
れ

★
下
市
毛
・
海
老
沢　

凌
り
ょ
う
我が　

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
８
月
23
日
生
ま
れ

♪
ま
わ
り
を
明
る
く
し
て
く
れ
る

　

と
て
も
心
の
優
し
い
子
で
す
。

　

佐
城
小
学
校
の
全
校
児
童
１
９
９
人
に

よ
る
「
さ
し
ろ
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

２
月
12
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
に
住
む
皆

さ
ん
な
ど
で
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
年
間
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を
学

年
ご
と
に
発
表
す
る
も
の
で
、
今
年
で
４

回
目
。
映
像
や
絵
画
、
劇
を
通
し
、
１
９

９
人
の
成
長
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
根
本
福
雄
先
生
（
水
戸
教
育
事

務
所
主
任
指
導
主
事
）
は
、
各
学
年
の
充

実
し
た
学
習
の
成
果
を
絶
賛
し
ま
し
た
。

♪
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
！
」
が
大
好
き

　

パ
パ
、
マ
マ
も
大
好
き

　

た
く
ま
し
く　

元
気
に　

育
っ
て
ね
。

わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
の
た
か
ら

わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
の
た
か
ら

45
年
間
と
い
う
長
い
歴
史
を
誇

る
『
市
報
笠
間
』
も
、
本
紙
を
も

っ
て
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
取
材
や
撮
影
、
資
料
提

供
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
、
長
い
間
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

笠
間
市
の
伝
統
や
文
化
、
市
民

の
話
題
な
ど
を
脈
々
と
語
り
継
い

で
き
た
『
市
報
笠
間
』。
そ
の
最

終
号
の
編
集
を
終
え
た
今
、
笠
間

へ
の
誇
り
と
愛
着
と
と
も
に
、
ち

ょ
っ
と
し
た〝
さ
み
し
さ
〞も
感
じ

ま
す
。
改
め
て
、
今
ま
で
発
行
さ

れ
て
き
た
市
報
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

っ
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
、
ま
つ
り
の
熱
気
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
盛
り
上
が
り
な
ど
、

い
つ
の
と
き
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
体
感
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
に
は
、
笠
間
市
・
友

部
町
・
岩
間
町
が
合
併
し
て
、
新

「
笠
間
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。
合

併
後
も
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
新
市
の
広
報
紙
『
広
報
か
さ

ま
』
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

    （
Ｗ
）

編　

集　

後　

記


